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　中国，内モンゴルの玄武岩から白亜紀の古地磁気強度を決定する実験的研究を
行なった．最初に，古地磁気強度実験装置を，真空中で実験が出来るように改造
する作業を行なった．次に6個の試料を1グループとして，加熱冷却と残留磁化
測定を繰り返す実験を，温度を段階的に室温から600℃まで上げながら実施した．
1グループの試料について実験が終了するには約1月を要したが，研究期間中に
合計5グループ，30個の試料にっいて古地磁気強度実験を行なうことが出来た，
また，実験と平行して。実験結果を解析し図を表示するプログラムの開発を
Linux上で進めた．一方，内モンゴル玄武岩の岩石磁気的性質が測定出来るよう
に，振動試料磁力計の調整を行ない，典型的な20個の試料について測定した，最
後に，古地磁気強度の実験結果と振動試料磁力計による測定結果を総合し，白亜
紀の地磁気強度は現代の値の1／2～1／4程度と小さかったことを結論した．白亜紀
は地磁気逆転のなかった地磁気静穏期として知られているが，地磁気強度も小さ
かったという結論は地磁気原因論の観点から極めて重要である。
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